
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

検査内容変更のお知らせ 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

このたび、下記の検査項目におきまして、定期的な見直しに伴い、検査受託内容の一部を変更させて頂

きたくご案内いたします。 

誠に勝手ではございますが、弊社事情をご賢察のうえご了承のほどよろしくお願い申し上げます。 

敬具 

記 

変 更 項 目 

変 更 期 日 

２０２４年５月７日（火）受託分より変更 

２ ０ ２ ４ 年 ４ 月 
２ ０ ２ ４ － ０ １ 

 
検査№ 

●第VⅢ因子                            項目コード：２４０７ 
 
●第IX因子                             項目コード：２４０８ 
 
●第XI因子                             項目コード：２４１０ 
 
●第XⅡ因子                            項目コード：２３９７ 
 

●第XⅢ因子                            項目コード：２２５７ 
 

●アンチプラスミン（プラスミンインヒビター）          項目コード：２２９５ 
 

●プラスミンインヒビター・プラスミン複合体（PIC）       項目コード：２０６７ 
 
●トロンビン・アンチトロンビン複合体（TAT）          項目コード：２４９８ 

※詳細につきましては、裏面以降の内容をご参照ください。 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更項目および変更内容 

項目 
コード 検査項目 変更内容 新 現 変更理由 

総合検査 
案内 

掲載頁 

2407 第VⅢ因子 

基準値 
・単位 

60～140 
％ 

70～150 
％ 

試薬変更
のため 

97 

報告範囲 
0.9未満 

～ 
480以上 

1未満 
～ 

200以上 

2408 第ⅠX因子 

基準値 
・単位 

60～140 
％ 

70～120 
％ 

98 

報告範囲 
0.9未満 

～ 
480以上 

1未満 
～ 

200以上 

2410 第XⅠ因子 

基準値 
・単位 

60～140 
％ 

70～120 
％ 

報告範囲 
15未満 

～ 
200以上 

1未満 
～ 

200以上 

2397 第XⅡ因子 

基準値 
・単位 

60～140 
％ 

70～150 
％ 

報告範囲 
6.3未満 

～ 
150以上 

1未満 
～ 

200以上 

2257 第XⅢ因子 

検査方法 合成基質法 
ラテックス 
凝集法 

試薬 
および 

測定機器
変更 

のため 

基準値 
・単位 

70～140 
％ 

63～131 
％ 

報告範囲 
5.5未満 

～ 
150以上 

10未満 
～ 

140以上 

JLAC10
コード 

2B440-0000-
022-315 

2B440-0000-
022-062 

2295 
アンチプラスミン 

（プラスミンインヒビター） 

基準値 
・単位 

80～130 
％ 

77～120 
％ 

試薬変更
のため 

99 

報告範囲 
10未満 

～ 
150以上 

10未満 
～ 

150以上 

2067 
プラスミンインヒビター・ 
プラスミン複合体 

（PIC） 

検査方法 CLEIA法 
ラテックス 
凝集法 

試薬 
および 

測定機器
変更 

のため 

基準値 
・単位 

0.8未満 
μg/mL 

0.8以下 
μg/mL 

報告範囲 
0.04未満 

～ 
40以上 

0.5未満 
～ 

140.0以上 

JLAC10
コード 

2B280-0000-
022-052 

2B280-0000-
022-062 

2498 
トロンビン・アンチトロンビン 
複合体 
（TAT） 

基準値 
・単位 

4.0未満 
ng/mL 

3.0以下 
ng/mL 

試薬変更
のため 

報告範囲 
0.4未満 

～ 
120以上 

2.0未満 
～ 

300.0以上 
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▼新試薬と旧試薬の比較 
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〔第XⅢ因子〕 

y=1.12x-0.56 

r=0.960 

n=30 

（％） 

（％） 

〔アンチプラスミン（プラスミンインヒビター）〕 

y=1.33x-8.31 

r=0.996 

n=12 

（％） 

（％） 
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〔プラスミンインヒビター・プラスミン複合体（PIC）〕 

（μg/mL） 

（μg/mL） 

〔トロンビン・アンチトロンビン複合体（TAT）〕 

y=0.93x+0.00 

r=0.992 

n=19 

y=0.95x-0.23 

r=0.986 

n=57 

（ng/mL） 

（ng/mL） 
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